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【学位論文審査の要旨】 
 高速道路は国内貨物，旅客の輸送に非常に重要な役割を担っているが，渋滞も多く発生
しており，その原因の多くは，サグ・上り坂・トンネル入口部など，単路部ボトルネック
を原因とする交通集中渋滞である．これまで，ネットワーク整備による交通分散，付加車
線の設置による車線の増設等，ハード面の渋滞対策が実施され，効果を上げてきた．しか
し，全てのボトルネック対策をハード面のみで実施するのは費用・時間的に困難であり，
ソフト面の対策が重要な役割を担っている．ソフト対策としてはサグ部・トンネル部にお
けるＬＥＤ表示板等による速度回復の情報提供，渋滞予測情報の事前提供，交通量のピー
ク時間帯前後の料金割引等による交通需要マネジメント（ＴＤＭ）等があり，一定の成果
を上げているが，渋滞の大きな削減には至っておらず，より効果の高い渋滞対策が望まれ
ている． 
 近年，これらソフト対策の一つとして，路側に設置された発光体の動的点滅制御による
交通運用システムが注目されている．発光体の動的点滅制御が単独走行車両に与える効果
は，ＣＧシミュレーションや未供用区間の高速道路における実道実験で明らかにされてお
り，渋滞対策としては，渋滞発生前の車群平準化による容量増加や，渋滞発生後の捌け台
数増加などの効果が期待されている．しかし，渋滞対策としての実道路での効果の有無や，
効果を最大限に発揮するような発光体の設置，運用方法については十分に明らかになって
いない． 
 本研究は，発光体を用いた交通運用システムの効果を，実データの分析により多面的に
明らかにすることにより，効果的な設置・運用方法を検討するための知見を得ることを目
的としたものである．具体的には，東名高速道路下り宇利トンネルをボトルネックとする
渋滞を対象として，発光体を設置し実証実験を行った．渋滞発生前と渋滞発生後の渋滞緩
和効果に着目し，交通流のマクロな視点および個別車両挙動のミクロな視点から分析を行
い，発光体の運用の有無や運用方法の違いによる，渋滞発生時交通流率，渋滞発生後捌け
台数，車群，個別車両の時空間的な速度変化など，発光体の効果を明らかにするとともに，
これらの結果に基づき，システムの運用方針を提示した． 
 本研究で得られた主な成果は以下の通りである． 
 渋滞発生前については，発光体の点灯により速度が平準化している可能性が見られるこ
と，点灯時には大きな車群の発生が抑制される傾向が見られることなど，車群走行時の車
両挙動への影響の可能性を示した．一方，渋滞発生時交通流率などのマクロな交通状態に
は有意な傾向が見られなかった．これらの要因を探るために実施した，発光体の動的点滅
制御の影響を希望速度変化として仮定したシミュレーション分析により，マクロな交通状
態の変化が発現するためには発光体に対する運転者の反応率を相当程度高める必要がある
ことを示した． 
 渋滞発生後の渋滞緩和効果としては，車両感知器データを用いたマクロ分析により消灯
時に比べて点灯時に捌け台数が有意に増加することを示した．その一方，捌け台数のバラ
ツキの要因を考慮した分析では，ボトルネック直前のみ点灯したパターンでは，必ずしも
捌け台数の顕著な増加は見られなかった．ビデオ観測によるボトルネックからの発進挙動
の分析では，ボトルネック上流から点灯したパターンでは消灯時より発進時の速度上昇が
顕著であったのに対し，ボトルネック直前のみ点灯したパターンでは消灯時に比べて発進
時の速度上昇が緩やかであった．これらの分析から，渋滞発生後の捌け台数増加の効果を
高めるには，ボトルネック上流側の一定区間で発光体を点灯するのが望ましいことを示し
た． 
 これらの分析結果に基づき，渋滞発生の切り替り判定，渋滞発生前後それぞれにおける
発光体の点灯区間，点灯速度などの発光パターンについて，システム運用方針の試案を提
示した． 
 以上要するに，本論文は発光体の動的点滅制御による，車群中の車両挙動変化と交通状
態変化について実証的に明らかにし，渋滞発生前後それぞれにおける渋滞緩和施策として
の可能性を明らかにしたものであり，交通工学分野における貢献は極めて大きい．よって，
本論文は博士（工学）の学位を授与するに十分な価値があると認められる． 
